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代  表  者 (役職名)代表取締役社長 (氏名)蓮田 輝孝
問合せ先責任者 (役職名)取締役経理部長 (氏名)米倉 義明 TEL (03)5992―1119

1. 平成21年１月期第３四半期の業績（平成20年２月１日～平成20年10月31日）

 (1) 経営成績 (％表示は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期(当期)純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年１月期第３四半期 4,749 △0.2 754 △33.5 763 △33.0 406 △38.3
20年１月期第３四半期 4,760 19.2 1,134 50.7 1,139 52.7 658 46.7

20年１月期 6,376 ― 1,444 ― 1,453 ― 837 ―

１株当たり 
四半期(当期)純利益

潜在株式調整後
１株当たり 

四半期(当期)純利益

円 銭 円 銭

21年１月期第３四半期 8,243 22 ― ―

20年１月期第３四半期 13,350 60 ― ―

20年１月期 16,963 54 ― ―

 (2) 財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

21年１月期第３四半期 5,311 4,434 83.5 89,835 64

20年１月期第３四半期 5,244 4,021 76.7 81,462 91

20年１月期 5,889 4,201 71.3 85,124 20

 (3) キャッシュ・フローの状況
営業活動による 

キャッシュ・フロー
投資活動による

キャッシュ・フロー
財務活動による 

キャッシュ・フロー
現金及び現金同等物

期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

21年１月期第３四半期 △891 △608 △172 1,788
20年１月期第３四半期 911 △276 △89 3,050

20年１月期 1,354 △309 △89 3,460

2. 配当の状況

１株当たり配当金

(基準日) 第３四半期末

円 銭

20年１月期第３四半期 ― ―

21年１月期第３四半期 ― ―

3. 平成21年１月期の業績予想（平成20年２月１日～平成21年１月31日）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

    通期 6,500 1.9 1,170 △19.0 1,180 △18.8 640 △23.6 12,965 96
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4. その他

(1) 四半期財務諸表の作成基準 ： 中間財務諸表作成基準

(2) 最近事業年度からの会計処理の方法の変更の有無 ： 無

(3) 会計監査人の関与 ： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

上記に記載した業績予想数値は、本資料発表日現在において入手可能な情報に基づき判断した

ものであり、実際は様々な要因によって、予想数値と異なる可能性があります。  

 上記予想に関する事項は、４ページの「３．業績予想に関する定性的情報」をご参照下さい。

ジェーピーエヌ債権回収㈱(8774)平成21年１月期第３四半期財務・業績の概況(非連結)

― 2 ―



当第３四半期会計期間（平成20年２月1日～平成20年10月31日）の経済環境を鑑みますと、米国の

金融危機の急激な深刻化により、欧米経済が失速し、アジア・新興国経済も減速傾向が明確化しまし

た。この間、我が国経済は、輸出の増勢鈍化などから企業業績は低迷を余儀なくされ、個人消費にお

いても賃金の低迷や株価急落に伴うマインドの悪化等を背景に停滞感が強まり、景気の下振れリスク

が高まってきております。  

 当社が属するサービサー業界におきましては、新規参入は依然として継続していますが、競争激化

やサービサーの親会社の倒産等により合併・撤退を余儀なくされるサービサー会社が増加しており、

営業会社数は100社ベースと横這いで推移しています。  

 また、貸金業法の改正が及ぼす影響等で、当社の主要取引先であるノンバンク業界の経営環境は厳

しくなっており、その影響はサービサー業界へも大きく波及しております。  

 こうした状況の中、当社は環境変化へ迅速かつ柔軟に対応すべく、持株会社化への移行を決定し新

規事業領域の拡大を目指してまいります。また、厳格化がより一層求められる、コンプライアンス体

制につきましても強化してまいります。  

 当第３四半期会計期間の売上高につきましては、官公庁マーケットへの積極的な参入、既存取引先

への活性化及び小口無担保債権の買取事業への営業展開を積極的に推進しましたが、売上高は

4,749,246千円(前年同期比99.8％)と前年同水準に終わりました。  

  当期間の経常利益につきましては、当社の主要取引先であるクレジット会社の収益の悪化による取

引先からの取引内容の見直しやクレジット会社の与信の厳格化にともなう受託件数の減少による売上

高への影響に加え、前期に実施したインフラ体制強化の投資に対しての減価償却等ランニングコスト

の発生等による、営業経費の増加により、763,027千円と前年同期比では33.0％の減益となりまし

た。  

  また、持株会社化に伴う事業再編費用35,523千円を特別損失で計上したため、第３四半期会計期間

の純利益は406,885千円(前年同期比61.7％)となりました。  

  

(1) 財政状態の変動状況 

（資産の部） 

当第３四半期末における総資産は、5,311,904千円で前事業年度末と比較して577,532千円減少いた

しました。これは、主に「現金及び預金」、「買取債権」が1,952,089千円増加したものの、「有価

証券」が2,499,503千円と大きく減少したためです。 

  
（負債の部） 

当第３四半期末における負債合計は、877,617千円で前事業年度末と比較して810,088千円減少いた

しました。これは、主に平成20年１月に実施したシステム投資等により計上した「未払金」が支払に

より、419,104千円減少したこと及び法人税等の納付により「未払法人税等」が426,584千円減少した

ためです。 

  
（純資産の部） 

当第３四半期末における純資産合計は、4,434,287千円で前事業年度末と比較すると、232,556千円

増加いたしました。これは、主に「利益剰余金」が234,125千円増加したためです。 

【定性的情報・財務諸表等】

1. 経営成績に関する定性的情報

2. 財政状態に関する定性的情報
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(2) キャッシュ・フローの状況 

当第３四半期末における「現金及び現金同等物」の残高は、1,788,727千円で前事業年度末と比較

して1,671,406千円減少いたしました。  

当第３四半期会計期間における各キャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。 

  
（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

当第３四半期会計期間において営業活動により使用した資金は891,028千円となりました。これは

主に買取債権の取得等に伴い1,105,682千円の支出が発生したことによるものです。 

  
（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

当第３四半期会計期間において投資活動により使用した資金は608,086千円となりました。これは

主にシステム機器等の有形固定資産の取得に375,348千円、ソフトウエアの開発に伴う無形固定資産

の取得に230,573千円を支出したことによるものです。 

  
（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

当第３四半期会計期間において財務活動により使用した資金は172,290千円となりました。これは

配当金の支払によるものです。 

  

平成20年９月12日の「平成21年１月期 中間決算短信（非連結）」で公表いたしました業績予想に

変更はありません。 

  

3. 業績予想に関する定性的情報
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4. 四半期財務諸表

(1) 四半期貸借対照表

前第３四半期会計期間末 当第３四半期会計期間末
前事業年度 

要約貸借対照表
対前事業年度末 

比較増減
(平成19年10月31日) (平成20年10月31日) (平成20年１月31日)

区分
注記 

番号
金額(千円)

構成比

(％)
金額(千円)

構成比

(％)
金額(千円)

構成比 

(％)
金額(千円)

(資産の部)

Ⅰ 流動資産

 １ 現金及び預金 ※１ 1,143,459 1,887,530 1,041,123

 ２ 売掛金 844,106 859,684 805,755

 ３ 有価証券 1,999,795 ― 2,499,503

 ４ 買取債権 2,062 1,107,007 1,325

 ５ 前払費用 51,937 56,207 34,662

 ６ 繰延税金資産 138,236 121,136 116,097

 ７ その他 ※１ 29,245 51,146 30,495

   貸倒引当金 △556 △645 △158

   流動資産合計 4,208,285 80.2 4,082,066 76.8 4,528,804 76.9 △446,737

Ⅱ 固定資産

 １ 有形固定資産

  (1) 建物 94,020 160,525 185,871

  (2) 工具器具備品 297,903 366,548 440,310

    有形固定資産合計 391,924 7.5 527,074 9.9 626,182 10.6 △99,107

 ２ 無形固定資産

  (1) ソフトウェア 366,634 452,117 457,130

  (2) 電話加入権 14,082 14,082 14,082

   無形固定資産合計 380,716 7.3 466,199 8.8 471,212 8.0 △5,012

 ３ 投資その他の資産

  (1) 投資有価証券 6,003 2,900 5,323

  (2) 繰延税金資産 87,139 63,158 87,829

  (3) 長期前払費用 6,080 4,238 5,672

  (4) 差入保証金 154,636 156,266 154,412

  (5) その他 10,000 10,000 10,000

   投資その他の資産合計 263,860 5.0 236,563 4.5 263,237 4.5 △26,673

   固定資産合計 1,036,500 19.8 1,229,837 23.2 1,360,632 23.1 △130,794

   資産合計 5,244,785 100.0 5,311,904 100.0 5,889,436 100.0 △577,532
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前第３四半期会計期間末 当第３四半期会計期間末
前事業年度 

要約貸借対照表
対前事業年度末 

比較増減
(平成19年10月31日) (平成20年10月31日) (平成20年１月31日)

区分
注記 

番号
金額(千円)

構成比

(％)
金額(千円)

構成比

(％)
金額(千円)

構成比 

(％)
金額(千円)

(負債の部)

Ⅰ 流動負債

 １ 未払金 152,173 187,041 606,145

 ２ 未払費用 141,000 141,287 130,026

 ３ 未払法人税等 315,624 ― 426,584

 ４ 未払消費税等 ※２ 55,627 31,592 46,421

 ５ 前受金 36,279 23,939 35,585

 ６ 預り金 ※１ 102,364 109,873 91,706

 ７ 賞与引当金 197,330 216,222 143,149

 ８ 役員賞与引当金 16,199 22,199 ―

   流動負債合計 1,016,599 19.4 732,155 13.8 1,479,619 25.1 △747,463

Ⅱ 固定負債

 １ 長期前受金 84,845 46,131 81,712

 ２ 退職給付引当金 92,354 49,865 92,814

 ３ 役員退職慰労引当金 29,977 49,464 33,559

   固定負債合計 207,177 3.9 145,461 2.7 208,086 3.6 △62,625

   負債合計 1,223,777 23.3 877,617 16.5 1,687,705 28.7 △810,088

(純資産の部)

Ⅰ 株主資本

 １ 資本金 1,053,022 20.1 1,053,022 19.8 1,053,022 17.9 ―

 ２ 資本剰余金

  (1) 資本準備金 553,022 553,022 553,022

  (2) その他資本剰余金 2,499 2,499 2,499

    資本剰余金合計 555,522 10.6 555,522 10.5 555,522 9.4 ―

 ３ 利益剰余金

  (1) 利益準備金 31,000 31,000 31,000

  (2) その他利益剰余金

    別途積立金 970,000 970,000 970,000

    繰越利益剰余金 1,414,065 1,826,525 1,592,400

    利益剰余金合計 2,415,065 46.0 2,827,525 53.2 2,593,400 44.0 234,125

 ４ 自己株式 △162 △0.0 △162 △162 △0.0 ―

   株主資本合計 4,023,448 76.7 4,435,908 83.5 4,201,782 71.3 234,125

Ⅱ 評価・換算差額等

   その他有価証券評価 

   差額金
△2,439 △0.0 △1,620 △0.0 △51 △0.0 △1,568

   評価・換算差額等合計 △2,439 △0.0 △1,620 △0.0 △51 △0.0 △1,568

   純資産合計 4,021,008 76.7 4,434,287 83.5 4,201,730 71.3 232,556

   負債純資産合計 5,244,785 100.0 5,311,904 100.0 5,889,436 100.0 △577,532
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(2) 四半期損益計算書

前第３四半期会計期間 

(自 平成19年２月１日 

  至 平成19年10月31日)

当第３四半期会計期間 

(自 平成20年２月１日 

  至 平成20年10月31日)

対前年同期 

比較増減

前事業年度 

要約損益計算書 

(自 平成19年２月１日 

  至 平成20年１月31日)

区分
注記 

番号
金額(千円)

百分比

(％)
金額(千円)

百分比

(％)
金額(千円) 金額(千円)

百分比

(％)

Ⅰ 売上高 4,760,540 100.0 4,749,246 100.0 △ 11,294 6,376,096 100.0

Ⅱ 売上原価 ※１ 3,051,816 64.1 3,388,841 71.4 337,025 4,140,076 64.9

   売上総利益 1,708,724 35.9 1,360,404 28.6 △ 348,320 2,236,019 35.1

Ⅲ 販売費及び一般管理費 ※１ 574,189 12.1 606,257 12.7 32,067 791,220 12.4

   営業利益 1,134,534 23.8 754,146 15.9 △ 380,388 1,444,799 22.7

Ⅳ 営業外収益 8,489 0.2 8,880 0.2 391 12,545 0.2

Ⅴ 営業外費用 3,761 0.1 ― ― △ 3,761 3,761 0.1

   経常利益 1,139,263 23.9 763,027 16.1 △ 376,235 1,453,583 22.8

Ⅵ 特別利益 ― ― ― ― ― 6 0.0

Ⅶ 特別損失 ※２ 9,658 0.2 56,160 1.2 46,502 19,289 0.3

   税引前第３四半期 

   (当期)純利益
1,129,604 23.7 706,866 14.9 △ 422,738 1,434,301 22.5

   法人税、住民税 

   及び事業税
517,914 10.9 279,271 5.9 △ 238,642 624,466 9.8

   法人税等調整額 △ 47,295 △1.0 20,709 0.4 68,004 △ 27,485 △0.4

   第３四半期(当期) 

   純利益
658,985 13.8 406,885 8.6 △ 252,100 837,320 13.1
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前第３四半期会計期間(自 平成19年２月１日 至 平成19年10月31日) 

  

 
  

 
  

 
  

(3) 四半期株主資本等変動計算書

株主資本

資本金
資本剰余金

資本準備金 その他資本剰余金 資本剰余金合計

平成19年１月31日残高(千円) 1,053,022 553,022 2,499 555,522

第３四半期会計期間中の変動額

 剰余金の配当（千円） ― ― ― ―

 第３四半期純利益（千円） ― ― ― ―

 株主資本以外の項目の第３四半期
 会計期間中の変動額(純額)（千円）

― ― ― ―

第３四半期会計期間中の 
変動額合計(千円)

― ― ― ―

平成19年10月31日残高(千円) 1,053,022 553,022 2,499 555,522

株主資本

利益剰余金

自己株式 株主資本合計
利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余金合計

別途積立金 繰越利益剰余金

平成19年１月31日残高(千円) 31,000 970,000 841,460 1,842,460 △162 3,450,842

第３四半期会計期間中の変動額

 剰余金の配当（千円） ― ― △86,380 △86,380 ― △86,380

 第３四半期純利益（千円） ― ― 658,985 658,985 ― 658,985

 株主資本以外の項目の第３四半期
 会計期間中の変動額(純額)（千円）

― ― ― ― ― ―

第３四半期会計期間中の 
変動額合計(千円)

― ― 572,605 572,605 ― 572,605

平成19年10月31日残高(千円) 31,000 970,000 1,414,065 2,415,065 △162 4,023,448

評価・換算差額等

純資産合計その他 
有価証券 
評価差額金

評価・換算
差額等合計

平成19年１月31日残高(千円) △2,102 △2,102 3,448,739

第３四半期会計期間中の変動額

 剰余金の配当（千円） ― ― △86,380

 第３四半期純利益（千円） ― ― 658,985

 株主資本以外の項目の第３四半期
 会計期間中の変動額(純額)（千円）

△336 △336 △336

第３四半期会計期間中の 
変動額合計(千円)

△336 △336 572,269

平成19年10月31日残高(千円) △2,439 △2,439 4,021,008
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当第３四半期会計期間(自 平成20年２月１日 至 平成20年10月31日) 

  

 
  

 
  

 
  

株主資本

資本金
資本剰余金

資本準備金 その他資本剰余金 資本剰余金合計

平成20年１月31日残高(千円) 1,053,022 553,022 2,499 555,522

第３四半期会計期間中の変動額

 剰余金の配当（千円） ― ― ― ―

 第３四半期純利益（千円） ― ― ― ―

 株主資本以外の項目の第３四半期
 会計期間中の変動額(純額)（千円）

― ― ― ―

第３四半期会計期間中の 
変動額合計(千円)

― ― ― ―

平成20年10月31日残高(千円) 1,053,022 553,022 2,499 555,522

株主資本

利益剰余金

自己株式 株主資本合計
利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余金合計

別途積立金 繰越利益剰余金

平成20年１月31日残高(千円) 31,000 970,000 1,592,400 2,593,400 △162 4,201,782

第３四半期会計期間中の変動額

 剰余金の配当（千円） ― ― △172,760 △172,760 ― △172,760

 第３四半期純利益（千円） ― ― 406,885 406,885 ― 406,885

 株主資本以外の項目の第３四半期
 会計期間中の変動額(純額)（千円）

― ― ― ― ― ―

第３四半期会計期間中の 
変動額合計(千円)

― ― 234,125 234,125 ― 234,125

平成20年10月31日残高(千円) 31,000 970,000 1,826,525 2,827,525 △162 4,435,908

評価・換算差額等

純資産合計その他 
有価証券 
評価差額金

評価・換算
差額等合計

平成20年１月31日残高(千円) △51 △51 4,201,730

第３四半期会計期間中の変動額

 剰余金の配当（千円） ― ― △172,760

 第３四半期純利益（千円） ― ― 406,885

 株主資本以外の項目の第３四半期
 会計期間中の変動額(純額)（千円）

△1,568 △1,568 △1,568

第３四半期会計期間中の 
変動額合計(千円)

△1,568 △1,568 232,556

平成20年10月31日残高(千円) △1,620 △1,620 4,434,287

ジェーピーエヌ債権回収㈱(8774)平成21年１月期第３四半期財務・業績の概況(非連結)

― 9 ―



前事業年度(自 平成19年２月１日 至 平成20年１月31日) 

  

 
  

 
  

 
  

株主資本

資本金
資本剰余金

資本準備金 その他資本剰余金 資本剰余金合計

平成19年１月31日残高(千円) 1,053,022 553,022 2,499 555,522

事業年度中の変動額

 剰余金の配当(千円) ― ― ― ―

 当期純利益(千円) ― ― ― ―

 株主資本以外の項目の 
 事業年度中の変動額(純額)(千円)

― ― ― ―

事業年度中の変動額合計(千円) ― ― ― ―

平成20年１月31日残高(千円) 1,053,022 553,022 2,499 555,522

株主資本

利益剰余金

自己株式 株主資本合計
利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余金合計

別途積立金 繰越利益剰余金

平成19年１月31日残高(千円) 31,000 970,000 841,460 1,842,460 △162 3,450,842

事業年度中の変動額

 剰余金の配当(千円) ― ― △86,380 △86,380 ― △86,380

 当期純利益(千円) ― ― 837,320 837,320 ― 837,320

 株主資本以外の項目の 
 事業年度中の変動額(純額)(千円)

― ― ― ― ― ―

事業年度中の変動額合計(千円) ― ― 750,940 750,940 ― 750,940

平成20年１月31日残高(千円) 31,000 970,000 1,592,400 2,593,400 △162 4,201,782

評価・換算差額等

純資産合計その他 
有価証券 
評価差額金

評価・換算
差額等合計

平成19年１月31日残高(千円) △2,102 △2,102 3,448,739

事業年度中の変動額

 剰余金の配当(千円) ― ― △86,380

 当期純利益(千円) ― ― 837,320

 株主資本以外の項目の 
 事業年度中の変動額(純額)(千円)

2,050 2,050 2,050

事業年度中の変動額合計(千円) 2,050 2,050 752,990

平成20年１月31日残高(千円) △51 △51 4,201,730
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(4) 四半期キャッシュ・フロー計算書

前第３四半期会計期間 当第３四半期会計期間

前事業年度の 

要約キャッシュ・ 

フロー計算書

(自 平成19年２月１日  

  至 平成19年10月31日)

(自 平成20年２月１日  

  至 平成20年10月31日)

(自 平成19年２月１日  

  至 平成20年１月31日)

区分
注記 

番号
金額(千円) 金額(千円) 金額(千円)

Ⅰ 営業活動による 

  キャッシュ・フロー

 １ 税引前第３四半期(当期)純利益 1,129,604 706,866 1,434,301

 ２ 減価償却費 251,938 323,912 345,574

 ３ 貸倒引当金の増減額（△減少） △ 182 487 △ 581

 ４ 賞与引当金の増減額 80,101 73,073 25,920

 ５ 役員賞与引当金の増減額 16,199 22,199 ―

 ６ 退職給付引当金の増減額 

      （△減少）
3,663 △ 42,948 4,122

 ７ 役員退職慰労引当金の増減額 4,283 15,904 7,865

 ８ 受取利息及び受取配当金 △ 7,866 △ 8,297 △ 11,692

 ９ 株式交付費 3,761 ― 3,761

 10 固定資産除却損 8,766 20,637 13,500

 11 事業再編費用 ― 35,523 ―

 12 投資有価証券評価損 891 ― 5,788

 13 売上債権の増減額（△増加） △ 119,253 △ 53,929 △ 80,902

 14 買取債権の増減額（△増加） ― △ 1,105,682 ―

 15 その他 △ 18,035 △ 160,538 43,376

    小計 1,353,872 △ 172,792 1,791,035

 16 利息及び配当金の受取額 7,842 8,297 11,669

 17 法人税等の支払額 △ 449,889 △ 726,533 △ 448,223

   営業活動による 

   キャッシュ・フロー
911,825 △ 891,028 1,354,479

Ⅱ 投資活動による 

  キャッシュ・フロー

 １ 有形固定資産の取得による支出 △ 80,023 △ 375,348 △ 99,279

 ２ 無形固定資産の取得による支出 △ 141,399 △ 230,573 △ 155,262

 ３ 投資有価証券の取得による支出 △ 265 △ 309 △ 355

 ４ 投資有価証券の売却による収入 200 ― 200

 ５ 差入保証金の差入による支出 △ 44,415 △ 2,547 △ 44,790

 ６ 差入保証金の解約による収入 724 693 1,324

 ７ その他 △ 11,238 ― △ 11,238

   投資活動による 

   キャッシュ・フロー
△ 276,417 △ 608,086 △ 309,402
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前第３四半期会計期間 当第３四半期会計期間

前事業年度の 

要約キャッシュ・ 

フロー計算書

(自 平成19年２月１日  

  至 平成19年10月31日)

(自 平成20年２月１日  

  至 平成20年10月31日)

(自 平成19年２月１日  

  至 平成20年１月31日)

区分
注記 

番号
金額(千円) 金額(千円) 金額(千円)

Ⅲ 財務活動による 

  キャッシュ・フロー

 １ 配当金の支払額 △ 85,790 △ 172,290 △ 85,888

 ２ 株式分割に係る株式交付費 △ 3,761 ― △ 3,761

   財務活動による 

      キャッシュ・フロー
△ 89,551 △ 172,290 △ 89,649

Ⅳ 現金及び現金同等物の増減額 545,855 △ 1,671,406 955,427

Ⅴ 現金及び現金同等物の期首残高 2,504,706 3,460,134 2,504,706

Ⅵ 現金及び現金同等物の 

  第３四半期末(期末)残高
※ 3,050,562 1,788,727 3,460,134
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四半期財務諸表作成の基本となる重要な事項

項目
前第３四半期会計期間
(自 平成19年２月１日
至 平成19年10月31日)

当第３四半期会計期間
(自 平成20年２月１日
至 平成20年10月31日)

前事業年度
(自 平成19年２月１日
至 平成20年１月31日)

１ 有価証券の評価基

準及び評価方法

その他有価証券

時価のあるもの

第３四半期決算期末日

の市場価格等に基づく時

価法(評価差額は全部純

資産直入法により処理

し、売却原価は移動平均

法または償却原価法によ

り算定)

その他有価証券

時価のあるもの

同左

その他有価証券

時価のあるもの

決算期末日の市場価格

等に基づく時価法(評価

差額は全部純資産直入法

により処理し、売却原価

は移動平均法または償却

原価法により算定)

時価のないもの

移動平均法による原価

法

時価のないもの

同左

時価のないもの

同左

２ 固定資産の減価償

却の方法

(1) 有形固定資産

① 平成19年３月31日以

前に取得したもの

旧定率法を採用して

おります。

② 平成19年４月１日以

降に取得したもの

定率法を採用してお

ります。

 

なお、耐用年数及び残

存価額については、法人

税法に規定する方法と同

一の基準によっておりま

す。

 

(1) 有形固定資産

 同左

(1) 有形固定資産  

 同左

（会計方針の変更）

法人税法の改正((所得税

法等の一部を改正する法律

平成19年３月30日 法律第

６号)及び（法人税法施行

令の一部を改正する政令平

成19年３月30日 政令第83

号))に伴い、平成19年４月

１日以降に取得したものに

ついては、改正後の法人税

法に基づく方法に変更しお

ります。これによる損益に

与える影響は軽微でありま

す。

――――――― （会計方針の変更）  

 法人税法の改正((所得税

法等の一部を改正する法律

平成19年３月30日 法律第

６号）及び（法人税法施行

令の一部を改正する政令平

成19年３月30日 政令第83

号))に伴い、平成19年４月

１日以降に取得したものに

ついては、改正後の法人税

法に基づく方法に変更して

おります。  

 この結果、従来の方法に

比べて営業利益、経常利益

及び税引前当期純利益は、

それぞれ 8,612千円減少し

ております。  

 

(2) 無形固定資産

自社利用ソフトウエア

については、社内におけ

る利用可能期間(最長５

年)に基づく定額法によ

っております。

(2) 無形固定資産

同左

(2) 無形固定資産

同左
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項目
前第３四半期会計期間
(自 平成19年２月１日
至 平成19年10月31日)

当第３四半期会計期間
(自 平成20年２月１日
至 平成20年10月31日)

前事業年度
(自 平成19年２月１日
至 平成20年１月31日)

(3) 投資その他の資産

長期前払費用について

は定額法によっておりま

す。

なお、償却年数につい

ては、法人税法に規定す

る方法と同一の基準によ

っております。

(3) 投資その他の資産

同左

(3) 投資その他の資産

同左

３ 引当金の計上基準 (1) 貸倒引当金

債権の貸倒れによる損

失に備えるため、一般債

権については貸倒実績率

により、貸倒懸念債権等

特定の債権については、

個別に回収可能性を検討

し、回収不能見込額を計

上しております。

(1) 貸倒引当金

同左

(1) 貸倒引当金

同左

(2) 賞与引当金

従業員に対して支給す

る賞与の支出に充てるた

め、支給見込額に基づき

計上しております。

(2) 賞与引当金

同左

(2) 賞与引当金

同左

(3) 役員賞与引当金

役員に対して支給する

賞与の支出に充てるた

め、支給見込額の当第３

四半期会計期間負担額を

計上しております。

(3) 役員賞与引当金

同左

(3) 役員賞与引当金

―――――――
   

(4) 退職給付引当金

従業員に対する退職給

付の支出に備えるため、

当期末における退職給付

債務及び年金資産の見込

額に基づき、当第３四半

期会計期間末において発

生していると認められる

額を計上しております。

過去勤務債務は、その

発生時の従業員の平均残

存勤務期間以内の一定の

年数（５年）による定額

法により処理しておりま

す。

数理計算上の差異は、

その発生時の従業員の平

均残存勤務期間以内の一

定の年数(５年)による定

額法により、翌期から費

用処理することとしてお

ります。

(4) 退職給付引当金

同左

(4) 退職給付引当金

従業員に対する退職給

付の支出に備えるため、

当期末における退職給付

債務及び年金資産の見込

額に基づき計上しており

ます。

過去勤務債務は、その

発生時の従業員の平均残

存勤務期間以内の一定の

年数(５年)による定額法

により費用処理しており

ます。

数理計算上の差異は、

その発生時の従業員の平

均残存勤務期間以内の一

定の年数(５年)による定

額法により、翌期から費

用処理することとしてお

ります。
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項目
前第３四半期会計期間
(自 平成19年２月１日
至 平成19年10月31日)

当第３四半期会計期間
(自 平成20年２月１日
至 平成20年10月31日)

前事業年度
(自 平成19年２月１日
至 平成20年１月31日)

(5) 役員退職慰労引当金

役員に対する退職慰労

金の支出に備えるため、

内規に基づく当第３四半

期会計期間末要支給額を

計上しております。

(5) 役員退職慰労引当金

同左

(5) 役員退職慰労引当金

役員に対する退職慰労

金の支出に備えるため、

内規に基づく期末要支給

額を計上しております。

４ リース取引の処理

方法

リース物件の所有権が借

主に移転すると認められて

いるもの以外のファイナン

ス・リース取引について

は、通常の賃貸借取引に係

る方法に準じた会計処理に

よっております。

同左 同左

５ 四半期キャッシ

ュ・フロー計算書

(キャッシュ・フ

ロー計算書)にお

ける資金の範囲

手許現金、要求払預金及

び取得日から３ヶ月以内に

満期日の到来する流動性の

高い、容易に換金可能であ

り、かつ、価値の変動につ

いて僅少なリスクしか負わ

ない短期的な投資でありま

す。

同左 同左

６ その他四半期財務

諸表(財務諸表)作

成のための基本と

なる重要な事項

消費税等の会計処理

消費税及び地方消費税の

会計処理は税抜き方式によ

っております。

同左 同左
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前第３四半期会計期間（自 平成19年２月１日 至 平成19年10月31日） 

該当事項はありません。 

  

当第３四半期会計期間（自 平成20年２月１日 至 平成20年10月31日） 

該当事項はありません。 

  

前事業年度（自 平成19年２月１日 至 平成20年１月31日） 

該当事項はありません。 

  

四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更
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(5) 注記事項

(四半期貸借対照表関係)

前第３四半期会計期間末
(平成19年10月31日)

当第３四半期会計期間末
(平成20年10月31日)

前事業年度末 
(平成20年１月31日)

※１ 債権管理回収業に関する特別

措置法(サービサー法)

規則による行為規制に係わる

資産・負債等

※１ 債権管理回収業に関する特別

措置法(サービサー法)

規則による行為規制に係わる

資産・負債等

※１ 債権管理回収業に関する特別

措置法(サービサー法)

規則による行為規制に係わる

資産・負債等

当社は、債権管理回収業

に関する特別措置法第十八

条第九項、同規則第十四条

第一号に規定されている分

別管理義務を負っておりま

す。この規則により、当社

が受託者のために収受した

弁済金を当社の財産と明確

に区分せずに保管すること

が禁止されております。

当社は、債権管理回収業

に関する特別措置法第十八

条第九項、同規則第十四条

第一号に規定されている分

別管理義務を負っておりま

す。この規則により、当社

が受託者のために収受した

弁済金を当社の財産と明確

に区分せずに保管すること

が禁止されております。

当社は、債権管理回収業

に関する特別措置法第十八

条第九項、同規則第十四条

第一号に規定されている分

別管理義務を負っておりま

す。この規則により、当社

が受託者のために収受した

弁済金を当社の財産と明確

に区分せずに保管すること

が禁止されております。

弁済金には、現金のみな

らず預金または貯金口座に

対する振込み入金も含ま

れ、振込口座を当社の財産

口座と同一口座として区分

せずに、保管することも禁

止されているため、当社は

当社財産管理口座と別に分

別管理専用の口座を当社名

義で設けて「現金及び預

金」と「預り金」を計上し

て弁済金の管理をしており

ます。

なお、当第３四半期会計

期間末における分別管理に

係わる残高は92,691千円と

なっております。

 

弁済金には、現金のみな

らず預金または貯金口座に

対する振込み入金も含ま

れ、振込口座を当社の財産

口座と同一口座として区分

せずに、保管することも禁

止されているため、当社は

当社財産管理口座と別に分

別管理専用の口座を当社名

義で設けて「現金及び預

金」、流動資産の「その

他」と「預り金」を計上し

て弁済金の管理をしており

ます。

なお、当第３四半期会計

期間末における分別管理に

係わる残高は、「現金及び

預金」で98,802千円、流動

資産の「その他」で1,144

千円、「預り金」で99,947

千円となっております。

 

弁済金には、現金のみな

らず預金または貯金口座に

対する振込み入金も含ま

れ、振込口座を当社の財産

口座と同一口座として区分

せずに、保管することも禁

止されているため、当社は

当社財産管理口座と別に分

別管理専用の口座を当社名

義で設けて「現金及び預

金」、流動資産の「その

他」と「預り金」を計上し

て弁済金の管理をしており

ます。

なお、当事業年度末にお

ける分別管理に係わる残高

は、「現金及び預金」で

80,492千円、流動資産の

「その他」で1,469千円、

「預り金」で81,962千円と

なっております。

 

※２ 消費税等の取扱

仮払消費税等及び仮受消

費税等は相殺のうえ、未払

消費税等として表示してお

ります。

※２ 消費税等の取扱

同左

※２ 消費税等の取扱

―――――――
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(四半期損益計算書関係)

前第３四半期会計期間
(自 平成19年２月１日
至 平成19年10月31日)

当第３四半期会計期間
(自 平成20年２月１日
至 平成20年10月31日)

前事業年度
(自 平成19年２月１日
至 平成20年１月31日)

 

※１ 減価償却実施額

有形固定資産 110,489千円

無形固定資産 140,285千円

投資その他の 
資産

1,163千円

 
 

※１ 減価償却実施額

有形固定資産 201,147千円

無形固定資産 121,330千円

投資その他の
資産

1,434千円

 
 

※１ 減価償却実施額

有形固定資産 164,591千円

無形固定資産 179,411千円

投資その他の 
資産

1,571千円

 

 

※２ 特別損失の内訳は次のとおり

であります。

固定資産除却損 8,766千円

その他 891千円

   計 9,658千円
 

※２ 特別損失の内訳は次のとおり

であります。

固定資産除却損 20,637千円

事業再編費用 35,523千円

   計 56,160千円

 ※ 事業再編費用は、持株 

    会社設立等、事業の再 

    編・構造改革に係わる 

    費用であります。

 

※２ 特別損失の内訳は次のとおり

であります。

固定資産除却損 13,500千円

その他 5,788千円

  計 19,289千円
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前第３四半期会計期間(自 平成19年２月１日 至 平成19年10月31日) 

１ 発行済株式に関する事項 

   
（変動事由の概要） 

増加数の内訳は、次のとおりであります。 

株式分割による増加 24,682株 
  
２ 自己株式に関する事項 

   
（変動事由の概要） 

増加数の内訳は、次のとおりであります。 

株式分割による増加 2株 
  
３ 配当に関する事項 

(1) 配当金支払額 

 
（注）１株当たり配当額の内訳は、次のとおりであります。 

普通配当 3,000円 

記念配当  500円 

  

(2) 基準日が当第３四半期会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間後と

なるもの 

   該当事項はありません。 

  

当第３四半期会計期間(自 平成20年２月１日 至 平成20年10月31日) 

１ 発行済株式に関する事項 

   
  
２ 自己株式に関する事項 

   
  
３ 配当に関する事項 

(1) 配当金支払額 

 
  

(2) 基準日が当第３四半期会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間後と

なるもの 

   該当事項はありません。 

(四半期株主資本等変動計算書関係)

株式の種類 前事業年度末 増加 減少
当第３四半期
会計期間末

普通株式(株) 24,682 24,682 ――― 49,364

株式の種類 前事業年度末 増加 減少
当第３四半期 
会計期間末

普通株式(株) 2 2 ――― 4

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配当額
（円）

基準日 効力発生日

平成19年３月15日 
取締役会

普通株式 86,380 3,500 平成19年１月31日 平成19年４月26日

株式の種類 前事業年度末 増加 減少
当第３四半期 
会計期間末

普通株式(株) 49,364 ――― ――― 49,364

株式の種類 前事業年度末 増加 減少
当第３四半期 
会計期間末

普通株式(株) 4 ――― ――― 4

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配当額
（円）

基準日 効力発生日

平成20年３月28日 
取締役会

普通株式 172,760 3,500 平成20年１月31日 平成20年４月25日
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前事業年度(自 平成19年２月１日 至 平成20年１月31日) 

１ 発行済株式に関する事項 

   
(変動事由の概要) 

増加数の内訳は、次のとおりであります。 

株式分割による増加  24,682株 
  

２ 自己株式に関する事項 

   
(変動事由の概要) 

増加数の内訳は、次のとおりであります。 

     株式分割による増加  2株 
  

３ 配当に関する事項 

(1) 配当金支払額 

 
（注）１株当たり配当額の内訳は、次のとおりであります。 

普通配当 3,000円 

記念配当  500円 

  

(2) 基準日が当事業年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌事業年度となるもの 

 
  

株式の種類 前事業年度末 増加 減少 当事業年度末

普通株式(株) 24,682 24,682 ――― 49,364

株式の種類 前事業年度末 増加 減少 当事業年度末

普通株式(株) 2 2 ――― 4

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり配当額

(円)
基準日 効力発生日

平成19年３月15日 
取締役会

普通株式 86,380 3,500 平成19年１月31日 平成19年４月26日

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成20年３月28日 
取締役会

普通株式 利益剰余金 172,760 3,500 平成20年１月31日 平成20年４月25日
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(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

前第３四半期会計期間
(自 平成19年２月１日
至 平成19年10月31日)

当第３四半期会計期間
(自 平成20年２月１日
至 平成20年10月31日)

前事業年度
(自 平成19年２月１日
至 平成20年１月31日)

※ 現金及び現金同等物の当第３四

半期会計期末残高と第３四半期貸

借対照表に掲記されている科目の

金額との関係

(平成19年10月31日現在)

現金及び預金 1,143,459千円

現先短期貸付金 1,999,795千円

   計 3,143,254千円

分別管理預金 △92,691千円

現金及び 
現金同等物

3,050,562千円

 

※ 現金及び現金同等物の当第３四

半期会計期末残高と第３四半期貸

借対照表に掲記されている科目の

金額との関係

(平成20年10月31日現在)

現金及び預金 1,887,530千円

分別管理預金 △98,802千円

現金及び
現金同等物

1,788,727千円

 

※ 現金及び現金同等物の期末残高

と貸借対照表に掲記されている科

目の金額との関係

(平成20年１月31日現在)

現金及び預金 1,041,123千円

有価証券 2,499,503千円

  計 3,540,626千円

分別管理預金 △80,492千円

現金及び
現金同等物

3,460,134千円
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(リース取引関係)

前第３四半期会計期間
(自 平成19年２月１日
至 平成19年10月31日)

当第３四半期会計期間
(自 平成20年２月１日
至 平成20年10月31日)

前事業年度
(自 平成19年２月１日
至 平成20年１月31日)

リース物件の所有権が借主に移転す

ると認められるもの以外のファイナ

ンス・リース取引

① リース物件の取得価額相当

額、減価償却累計額相当額及

び第３四半期末残高相当額

リース物件の所有権が借主に移転す

ると認められるもの以外のファイナ

ンス・リース取引

① リース物件の取得価額相当

額、減価償却累計額相当額及

び第３四半期末残高相当額

リース物件の所有権が借主に移転す

ると認められるもの以外のファイナ

ンス・リース取引

① リース物件の取得価額相当

額、減価償却累計額相当額及

び期末残高相当額

 

取得価額 

相当額 

(千円)

減価償却 

累計額 

相当額 

(千円)

第３四半 

期末残高 

相当額 

(千円)

工具器具 

備品
17,139 15,702 1,437

ソフト 

ウエア
1,128 1,034 94

合計 18,268 16,736 1,531

 

―――――――

 

 

取得価額 

相当額 

(千円)

減価償却 

累計額 

相当額 

(千円)

期末残高 

相当額 

(千円)

工具器具

備品
17,139 16,559 580

ソフト 

ウエア
1,128 1,090 37

合計 18,268 17,650 617

 

 

② 未経過リース料第３四半期末

残高相当額

１年以内 1,668千円

１年超 ― 千円

合計 1,668千円

 

② 未経過リース料第３四半期末

残高相当額

―――――――

 

 

② 未経過リース料期末残高相当

額

１年以内 676千円

１年超 ― 千円

合計 676千円

 

 

③ 支払リース料、減価償却費相

当額及び支払利息相当額

支払リース料 3,015千円

減価償却費相当額 2,740千円

支払利息相当額 97千円

 
 

③ 支払リース料、減価償却費相

当額及び支払利息相当額

支払リース料 660千円

減価償却費相当額 599千円

支払利息相当額 3千円

 
 

③ 支払リース料、減価償却費相

当額及び支払利息相当額

支払リース料 4,020千円

減価償却費相当額 3,653千円

支払利息相当額 111千円

 

④ 減価償却費相当額及び利息相

当額の算定方法

・減価償却費相当額の算定方

法

リース期間を耐用年数と

し、残存価額を零とする定

額法によっております。

④ 減価償却費相当額及び利息相

当額の算定方法

・減価償却費相当額の算定方

法

同左

④ 減価償却費相当額及び利息相

当額の算定方法

・減価償却費相当額の算定方

法

同左

・利息相当額の算定方法

リース料総額とリース物

件の取得価額相当額の差額

を利息相当額とし、各期へ

の配分方法については、利

息法によっております。

・利息相当額の算定方法

同左

・利息相当額の算定方法

同左
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前第３四半期会計期間末(平成19年10月31日) 

  

  その他有価証券で時価のあるもの 

 
(注） 表中の株式の「取得原価」は減損処理後の帳簿価額であります。 

  

当第３四半期会計期間末(平成20年10月31日) 

  

  その他有価証券で時価のあるもの 

 
(注）表中の「取得原価」は減損処理後の帳簿価額であります。 

  

前事業年度末(平成20年１月31日) 

  

  その他有価証券で時価のあるもの 

 
(注）１ 表中の株式の「取得原価」は減損処理後の帳簿価額であります。なお、当事業年度において減損処理を 

  行い、投資有価証券評価損5,788千円を計上しております。 

   ２ 有価証券の会計処理は、修正受渡日基準を適用しております。そのため、社債は取得原価と時価額との 

  差額を計上しております。 

  

(有価証券関係)

区分
取得原価
(千円)

四半期貸借対照表計上額
(千円)

差額 
(千円)

① 株式 10,130 6,003 △4,127

② 債券

  国債・地方債等 1,999,780 1,999,795 14

合計 2,009,911 2,005,798 △4,113

区分
取得原価
(千円)

四半期貸借対照表計上額
(千円)

差額 
(千円)

株式 5,633 2,900 △2,733

合計 5,633 2,900 △2,733

区分
取得原価
(千円)

貸借対照表日における
貸借対照表計上額 

(千円)

差額 
(千円)

貸借対照表計上額が取得原価を 
超えないもの

  株式 5,323 5,323 ―

  債券 
    国債・地方債等 
  
        社債

999,958 
  
―

999,900 
  

△102

△58 
  

△102

小計 1,005,281 1,005,120 △161

貸借対照表計上額が取得原価を 
超えるもの

  債券
    国債・地方債等

1,499,631 1,499,706 74

小計 1,499,631 1,499,706 74

合計 2,504,913 2,504,826 △87
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前第３四半期会計期間(自 平成19年２月１日 至 平成19年10月31日) 

デリバティブ取引を行っておりませんので、該当事項はありません。 

  

当第３四半期会計期間(自 平成20年２月１日 至 平成20年10月31日) 

デリバティブ取引を行っておりませんので、該当事項はありません。 

  

前事業年度(自 平成19年２月１日 至 平成20年１月31日) 

デリバティブ取引を行っておりませんので、該当事項はありません。 

  

  

前第３四半期会計期間(自 平成19年２月１日 至 平成19年10月31日) 

関連会社がないため、該当事項はありません。 

  

当第３四半期会計期間(自 平成20年２月１日 至 平成20年10月31日) 

関連会社がないため、該当事項はありません。 

  

前事業年度(自 平成19年２月１日 至 平成20年１月31日) 

関連会社がないため、該当事項はありません。 

  

(デリバティブ取引関係)

(持分法投資損益等)
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(注) 算定上の基礎 

１ １株当たり純資産額 

  

 
  

(１株当たり情報)

項目
前第３四半期会計期間
(自 平成19年２月１日
至 平成19年10月31日)

当第３四半期会計期間
(自 平成20年２月１日
至 平成20年10月31日)

前事業年度
(自 平成19年２月１日
至 平成20年１月31日)

１株当たり純資産額 81,462円91銭 89,835円64銭 85,124円20銭

１株当たり 
四半期(当期)純利益

13,350円60銭 8,243円22銭 16,963円54銭

なお、潜在株式調整後１株

当たり四半期純利益につい

ては、潜在株式が存在しな

いため、記載しておりませ

ん。

なお、潜在株式調整後１株

当たり四半期純利益につい

ては、潜在株式が存在しな

いため、記載しておりませ

ん。

なお、潜在株式調整後１株

当たり当期純利益について

は、潜在株式が存在しない

ため、記載しておりませ

ん。

当社は、平成19年６月１日

付で普通株式１株に対し普

通株式２株の割合で株式分

割を行ないました。

前期首に当該株式分割が行

われたと仮定した場合にお

ける前事業年度の(１株当

たり情報)の各数値は以下

のとおりであります。

当社は、平成19年６月１日

付で普通株式１株に対し普

通株式２株の割合で株式分

割を行ないました。

前期首に当該株式分割が行

われたと仮定した場合にお

ける前事業年度の(１株当

たり情報)の各数値は以下

のとおりであります。

１株当たり純資産額

69,869円12銭

１株当たり当期純利益

13,898円14銭

１株当たり純資産額

69,869円12銭

１株当たり当期純利益

13,898円14銭

なお、潜在株式調整後１株

当たり当期純利益について

は、潜在株式が存在しない

ため、記載しておりませ

ん。

なお、潜在株式調整後１株

当たり当期純利益について

は、潜在株式が存在しない

ため、記載しておりませ

ん。

項目
前第３四半期会計期間末
（平成19年10月31日）

当第３四半期会計期間末
（平成20年10月31日）

前事業年度末
（平成20年１月31日）

純資産の部の合計額(千円) 4,021,008 4,434,287 4,201,730

普通株式に帰属しない
純資産額(千円)

――― ――― ―――

普通株式に係る純資産額 
(千円)

4,021,008 4,434,287 4,201,730

普通株式の発行済株式数(株) 49,364 49,364 49,364

普通株式の自己株式数(株) 4 4 4

１株当たり純資産額の算定に
用いられた普通株式の数(株)

49,360 49,360 49,360
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２ １株当たり四半期(当期)純利益 

  

 
  

  

 
  

項目
前第３四半期会計期間
(自 平成19年２月１日
至 平成19年10月31日)

当第３四半期会計期間
(自 平成20年２月１日
至 平成20年10月31日)

前事業年度
(自 平成19年２月１日
至 平成20年１月31日)

第３四半期損益計算書 
(損益計算書)上の第３四半
期(当期)純利益(千円)

658,985 406,885 837,320

普通株式に係る 
第３四半期(当期)純利益 
(千円)

658,985 406,885 837,320

普通株主に帰属しない金額
(千円)

――― ――― ―――

普通株式の期中平均株式数 
(株)

49,360 49,360 49,360

(重要な後発事象)

前第３四半期会計期間末
(平成19年10月31日)

当第３四半期会計期間末
(平成20年10月31日)

前事業年度末 
(平成20年１月31日)

――――――― 当社は平成20年11月27日開催の臨時

株主総会において、単独株式移転に

よる完全親会社設立の件が承認可決

されました。

―――――――
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(注) 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

(6) 事業別売上実績

        事業部門

前第３四半期会計期間 当第３四半期会計期間 前事業年度

（自 平成19年２月１日 （自 平成20年２月１日 （自 平成19年２月１日

  至 平成19年10月31日）  至 平成20年10月31日）  至 平成20年１月31日）

売上高(千円) 割合(％) 売上高(千円) 割合(％) 売上高(千円) 割合(％)

業務代行事業 4,120,385 86.5 4,183,866 88.1 5,525,314 86.7

リサーチ事業 384,340 8.1 404,818 8.5 522,495 8.2

バックアップサービス事業 255,814 5.4 160,560 3.4 328,286 5.1

          合計 4,760,540 100.0 4,749,246 100.0 6,376,096 100.0
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